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ようこそ極地研へ 極地研NEWS no. 166 May. 2003
第45次南極地域観測隊の
冬期総合訓練を実施





















































































































































































































































































































































































































































































































































































極地研NEWS no. 166 May. 2003広報
POLARPUBLICITY
2月1日、NHK南極ハイ
ビジョンTV中継の諸番組
が開始された。これに並行
して、NHK放送センター
の「スタジオパーク」に
「南極ひろば」と南極展示
コーナーが開設された。国
NHKスタジオパークに「南極ひろば」がオ プーン
私たち世界貿易センター
クラブ東京は、視野を広げ
るための定例行事として、
２月４日に国立極地研究所
を訪問しました。まず、興
味深い見学ツアーをアレン
ジして下さったクラブ事務
白瀬南極探検隊記念館は、明治末に南極点をめざした白瀬南極
探検隊の業績を記念し、白瀬中尉生誕の地に平成2年（1990年）
4月開館した。白瀬隊の資料を中心にして、南極の自然と科学、
観測の意義と目的などを、実物資料の展示とAVシステムにより
展示を演出している。写真に見るように、円錐形のオーロラドー
ムを中心に展示室がドーナツ型に取り囲むユニークな建物は、わ
が国を代表する建築家、黒川紀章氏の設計による。
展示は、「白瀬南極探検隊」「アンタークティカ」「オーロラ
ドーム」の3つのテーマゾーンと、日本で初めて南極点に到着し
た雪上車の展示室から構成されており、白瀬南極探検隊で使用さ
れた寝袋、防寒具などや、開南丸の実物大模型が展示され、また
同時期に南極点をめざしたアムンゼン隊、スコット隊、白瀬隊の
壮絶なレース、日本の南極観測の歴史などを映像で見ることがで
きる。アンタークティカでは、国立極地研究所の協力により現在
の南極観測と大陸の様子を展示している。オーロラドームでは、
両極のオーロラ映像を紹介するだけではなく、南極大陸での生物
進化をコンピューターグラフィックで上映する。
さらに、情報探索コーナーでは展示スペースで伝えきれない詳
１月27日、国立天文台台長で総研大天文科学専攻長の海部宣
男先生を国立極地研究所にお招きし、「太陽系外惑星の検出と
観測」というテーマで講演していただいた。ハワイのすばる望
遠鏡を中心とする天文研究における最近のトピックスととも
に、先生ご自身が携わっておられる太陽系外惑星の形成の謎に
迫る最新の研究・観測成果の数々、さらには今後のALMA計
画など、多くの興味深い話題を明快にお話いただいた。極地研
の教官および学生は、海部先生の自然科学研究に対する基本的
な姿勢や大型プロジェクト研究の大きな開花への熱意に満ちた
ご謦咳に接し、貴重な教示を得ることができたのではないかと
考えている。
１月30日には、国際日本文化研究センター所長で総研大国際
日本研究専攻名誉教授の山折哲雄先生を国立極地研究所にお招
きし、「日本人の自然観・生命観」というテーマで講演いただ
いた。山折先生は宗教学の泰斗として数々の著作を世に問うて
おられるが、豊かな自然のなかで生きてきた日本人の自然観・
生命観、仏教における無常観などを、往路車窓から見られた富
士の姿への憧憬から説きおこされ、われわれ教官・学生に対し、
常住不断あまり顧みることなく携わっている自然科学研究への
立極地研究所では、この催しを共催し、南極で採取された隕石、
岩石資料、生物標本のほか防寒装備、映像資料などの展示協力
を行っている。
2月1日にはオープニングセレモニーが催され、渡A所長が
出席し、大河ドラマ『武蔵』に出演中の淡路恵子さん、米倉涼
子さんらと共にテープカットを行った。
展示期間は16年3月31日まで予定されており、会期中の入場
者は約80万人が見込まれている。世界初の南極ハイビジョン
TV中継と共に多くの国民に南極観測に対する理解を頂き、臨
「世界貿易センタークラブ東京」の国立極地研究所訪問
局と極地研に感謝を申し上げます。今回のテーマはなんと「南
極」です！　もし南半球への素晴らしい冒険旅行を期待しなが
ら機会を逃した方は、以下の文を読んでください。
私たちは全員、極地研の講堂の心地よい椅子に座ったまま、
南極へヴァーチャル・トリップしていました。研究主幹の江尻
全機教授が、ご自分が１年数カ月も過ごした場所へと案内して
くださったのです。先生の興味深いお話を通して、私たちは日
本の極地研究の歴史、トラブルや成功について学ぶことができ
ました。先生の講演では、南極の自然、基地の規模の変遷、厳
しい自然環境の中での観測活動の数々を知ることができました。
言うまでもないことですが、南極での科学研究は、私たちの
過去（氷の掘削、隕石の収集及び調査）、現在（気象、地質、
海洋）、未来（広い範囲での環境研究）を理解するために大き
く貢献するものです。
講義の後、私たちは極地特有の現象「オーロラ」についての
ビデオを見ました。そこには可能な限りの色と形が、驚くべき
自然の営みとして映し出されていました。この現象には確かな
科学的説明があるものの、これを見てしまうとリラクゼーショ
ン音楽にふけり、夢の中に沈み込みたい思いにとらわれます。
このツアーの最後に、私たちは南極で発見された岩や貴重な
石、実際に使用された衣服や道具、雪上車、観測船「しらせ」
の模型、そしていくつかの野生生物の展示を見学しました。国
立極地研究所の見学には、4カ国の外交官を含むすべての参加
者からすばらしいという意見が寄せられました。
勇敢な人たちが全人類の利益のために遠く離れた大陸を探検
するという業績に、とても深い印象と賞賛の気持ちを残すこと
となったこの訪問に、もう一度お礼を申し上げたいと思います。
（チェコ大使館アタッシェ、 Petr Kasicka）
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記念館
細な情報をパソコン検
索できるなど、大人か
ら子供まで広い層の理
解を得られる構成にな
っている。
（白瀬南極探検隊記念館
嘱託　佐藤忠悦）
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退官
姿勢、在り方について、あらためて思弁することをご教示いた
だいたとの感を懐いた。
（麻生武彦：北極圏環境研究センター・教授）
